
佐賀県内の緊急配布
場所：77か所

長崎県内の緊急配布
場所： 85か所

福岡県内の緊急配布
場所： 44か所

【凡例】
：安定ﾖｳ素剤備蓄場所
: 緊急配布場所 (備蓄場所を除く）

＜安定ﾖｳ素剤事前配布説明会＞

３．避難住民等に対する安定ﾖｳ素剤の備蓄と緊急配布

２．PAZ内等の安定ﾖｳ素剤の事前配布

 佐賀県、長崎県、福岡県では避難住民に対する安定ﾖｳ素剤の緊急配布のための備蓄。そのうち、
対象となる離島については、それぞれの離島において安定ﾖｳ素剤の備蓄を実施。

 緊急配布が必要となった場合は、集合場所等で、対象住民に順次配布を実施。
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安定ﾖｳ素剤の緊急配布を実施

安定ﾖｳ素剤備蓄場所

佐賀県：70か所
長崎県：83か所
福岡県：5か所

 佐賀県玄海町及び唐津市、長崎県松浦市では、安定ﾖｳ素剤の事前配布に係る住民説明会を開
催し、同時に安定ヨウ素剤の事前配布を実施している。佐賀県では平成30年11月30日現在で
5,206人（ｾﾞﾘｰ剤を含む。）に、長崎県では平成30年8月31日現在で940人（ｾﾞﾘｰ剤を含む。）に事
前配布を実施。今後も継続して説明会等を開催し、配布を行う。

１．玄海地域の緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点及び一時移転等の実施単位

 緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点89地点を設定し、そこで測定された実測値に基づき迅速に防護措置を講ず
る区域を特定できるよう、一時移転等の実施単位毎に関連付けを行っている。

玄海町

唐津市

松浦市

※PAZ内及びPAZに準じて防護措置を実施する
地域の対象住民数

・佐賀県：計77か所
（集合場所、避難経路上、
避難退域時検査場所で緊急配布）

・長崎県：計85か所
（備蓄場所、救護場所で緊急配布）

・福岡県：計44か所
（備蓄場所、避難経路上で緊急配布）

４．避難退域時検査場所の候補地の設定

 佐賀県、長崎県、福岡県では、緊急時の避難を円滑に行うため、UPZ内人口や地域の道路事情等
を考慮し、避難元市町と各避難退域時検査場所の対応付けを行ったうえで、候補地をあらかじめ
準備。

【凡例】
:避難退域時検査場所（候補地）

佐賀県内の避難退域時
検査場所候補地：12か所

長崎県内の避難退域時
検査場所候補地：10か所

避難元県・市町 検査場所

佐賀県

玄海町 多久市陸上競技場

唐津市
杵藤ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

他5施設

伊万里市
有田中央運動公園

他4施設

長崎県

松浦市
波佐見町体育ｾﾝﾀｰ・

波佐見町総合文化会館他3施設

佐世保市
三川内地区公民館

他１施設

平戸市
平戸文化ｾﾝﾀｰ

他１施設

壱岐市
勝本町ふれあいｾﾝﾀｰ
かざはや他1施設

福岡県 糸島市
福岡市立福岡女子高等学校体

育館 他47施設

安定ﾖｳ素剤の搬送を実施

医師、県及び関係市町職
員により、安定ﾖｳ素剤の
効能や服用時期など、事
前配布に際し知っておくべ
き事項を説明し、安定ﾖｳ
素剤を配布する。

佐賀県市町 住民数※ 配布済人数

玄海町

唐津市

3,454人
4,230人

2,795人
2,411人

合計 7,684人 5,206人

長崎県市町 住民数※ 配布済人数

松浦市
（鷹島・黒島）

2,104人 940人

UPZ

PAZ

UPZ

PAZ

福岡県内の避難退域時
検査場所候補地：48か所

UPZ
PAZ

黒島

鷹島
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